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ユーザー（個人）イノベーションの
普及における「市場の失敗」
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ユーザー（個人）イノベーションは、社会的
価値を創出する (Raasch and von Hippel, 2012; 
Gambardella et al., 2016)

実際にはほとんどの個人イノベーションが
普及しない 「市場の失敗」

インセンティブが機能すれば、これを解消
できる (von Hippel et al., 2014; De John et al., 2015)



研究目的

•個人イノベーションの普及を促す、
有効なインセンティブを探索的に明
らかにする
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Apple Distinguished Educator 

Program

• Appleの運営する、教育者に特化したユーザーコミュ
ニティ

• 1994年設立
• 45カ国に2,584名のADE

•コミュニティに参加するためには、革新的なアイデアを
提示して、審査を通過しなければならない
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Apple Distinguished Educator 

Program
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革新的な教
育

ADE認定 革新的な教
育

グローバル
ミーティング
への参加

教育を変えるアイ
デアの創出・実践

世界にシェア



コミュニティ発のイノベーション
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プレゼンテーション
＠ベルリン

プレゼンテーショ
ンに関心

アプリの共同開発

“iPad Heart Rate”



調査目的

ADEの事例を通して、個人イノベーターがコミュニ
ティに参加・貢献する理由について、明らかにする
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調査方法
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Study 1: 質的調査

• 17 名
•半構造化インタビュー
• 30-70 分, 平均 49 分
• 2017 年8月-2018 年

2月

Study 2: 量的調査

• 61 名
•オンライン
• 2018年5月19日

-6月10日



Study 1: Sample

• n=17

• 男性 14名, 女性
3名

• 日本人 16名, ア
メリカ人 1名

• ADE歴 1-8年
10

23%

23%

18%

18%

12%

6%

インタビュイーの所属教育機関

特別支援学校

大学

高校

中学校

小学校

インターナショナルスクール



Study 1: インタビューの構成
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ADE応募前

•教育内容
• Appleへの姿勢
• ADEに応募した
理由

ADE認定後

•教育内容・Apple
への姿勢に関す
る変化

• ADEであることの
メリット・デメリット



Study 1: コーディングによるカテゴリー抽出
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• オープンコーディ
ング20 (0次カテゴリー)

• アクシャルコーディング4 (1次カテゴリー)

• セレクティブコーディング2 (2次カテゴ
リー)

“個人イノベーションの普及” 
(3次カテゴリー)



課題解決ツール

最近使用

アウトプット

NVivoを用いたク
ラスター分析結果

職場環境

製品特長

競合吟味

導入責任者

Appleから勧められて応募
教育上の課題

知的好奇心

独自の教育・研究活動

中立的推奨

グローバルな集まりに参加

成果主義

一流意識

他者とのつながり

長年使用

理念への理解

ブランドへの関与

自発的に応募

内発的ア
プローチ

外発的ア
プローチ

個人イノベー
ションの普及

コミュニティの醸成

イノベーションの創発

製品理解

リードユーザー



Study 2: Sample

• n=61

• 男性 54名, 女性 7名

• 日本人 45人, 他16名

• 平均年齢: 45.2 歳
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17%

16%

16%13%

13%

12%

10%

3%

回答者の所属教育機関

小学校

高校

インターナショナルスクール

中学校

中学・高校

特別支援学校

大学

その他



Study2: 主な確認事項

回答者のリードユーザー性

ADE応募のきっかけ
コミュニティに参加することのベネフィット

アイデアを共有するモチベーション
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80%

57%

61%

46%

93%

リードユーザー

テクノロジーを使う環境に置かれていた

解決すべき課題を抱えていた

テクノロジー導入の責任者だった

独自の教育を実践していた

回答者のリードユーザー性

Study 2: Results

80% が応募時点でリードユーザーの特徴を持ち

合わせていた(von Hippel, 2005)
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市場の最先端に
いる

高いニーズ



Study 2: Results

46% がAppleから勧められてADEに応募
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19%

46%

20%

15%

ADEに応募したきっかけ

自発的に応募

Appleから勧められた

他のADEから勧められた

その他



6.2 6.2 6.2 5.8 6.1 5.7
6.4 6.3 6.1 6.0 5.8 5.7

ADEであることのメリット ADE応募時

現在

Study 2: Results

最大のメリットは、他のADEとの交流
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７点評価のリッカーと尺度による回答の平均値



5.6 5.7
4.8

5.96.2 6.2
5.7 5.8

Appleのファンである Appleの理念への理解 革新的な教育者である 独自の教育を実践している

Apple/自分自身に対する考え方

ADE応募時 現在

Study 2: Results

Appleや自分自身に対する考え方に変化
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７点評価のリッカーと尺度による
回答の平均値 ＊p<.01

* *
*



Study 2: Results

Appleの推薦による応募者は、それ以外の応募
者より参加後の変化が大きい傾向

グローバルなコミュニティへの
参加

独自の教育を実践している

20

Appleからの推薦 Appleからの推薦

二要因の分
散分析結果



95%

79%

56%

98%
87% 89%

他の教育者へのシェア 他の教育者からのシェア 企業へのシェア

アイデアのシェア状況
ADE応募時 現在

Study 2: Results

ADEは以前から自身の教育を周囲にシェア
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Study 2: Results

シェアするモチベーション

22(FA)

使命感

他の教育者
のため

相互扶助

生徒のため

社会のため

自分のため

NVivoを用いた
クラスター分析結果 教育の質の向上



課題解決ツール

最近使用

アウトプット

NVivoを用いたク
ラスター分析結果

職場環境

製品特長

競合吟味

導入責任者

Appleから勧められて応募
教育上の課題

知的好奇心

独自の教育・研究活動

中立的推奨

グローバルな集まりに参加

成果主義

一流意識

他者とのつながり

長年使用

理念への理解

ブランドへの関与

自発的に応募

コミュニティの醸成

イノベーションの創発

リードユーザー

製品理解

内発的ア
プローチ

外発的ア
プローチ

個人イノベー
ションの普及



結論
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リードユーザー コミュニティ

メンバー間の交流を促進

イノベーション

一流であることの意識づけ

最新のテクノロジー

教育の質の向上



インプリケーション
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リードユーザーのコミュニティ化は、個人
イノベーションの普及を促進する、ひとつ
の有効な手立てである

• リードユーザーにとっては、コミュニティ自体
がインセンティブ

• コミュニティの多様性が、参加者のモチベー
ションを高め、イノベーションの質を向上させ
る



研究の限界と今後の課題

•本調査で得られた知見は、単一の事例から導出し
たものであり、一般化するためにはさらなる検証が
必要である。

•本調査結果は、既存のフレームワークで説明できる
可能性がある。
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